




































































































































    （文責：市川奈緒子）
＜和泉短期大学視察報告＞
１．視察日時



























































   　（文責：松永静子）
＜十文字学園女子大学視察報告＞
１．視察日時




























































    　（文責：松永静子）
＜まとめ＞
　今回は実習記録の活用の検討を行うための予備
調査ともいえる視察を行った。視察結果から学生
が保育所実習，施設実習の実習後の自己評価，振
り返りを通して自分の成長を可視化し，将来にも
生かせる記録になり得ることが明らかになった。
これらの結果を現在の実習指導の中で具体化し，
各実習すべての振り返りと自己評価をもとに学生
一人ひとりが自分の成長に自信をもつことができ
る指導を目指して記録の検討をすすめていきた
い。
謝辞　今回の視察，資料提供にご協力いただきま
した，文京学院大学柄田先生，和泉短期大学相馬
先生，十文字学園大学上垣内先生，共立女子大学
白川先生に心より感謝申し上げます。
平安私家集の研究ー和泉式部集とその周辺ー
久保木　寿子
　和泉式部の作品研究に関する，筆者によるこれ
までの研究論文の集大成を目的として研究助成を
申請した。それによる研究結果は，大略，以下の
通りである。
１）この間，考察の及んでいなかった部分を補完
すべく，研究と執筆を進めた。
  その一つが『和泉式部日記』についての考察で
ある。従来，『日記』研究は，和泉式部の伝記考
証には使われながらも，他作説の影響もあって
か，『和泉式部歌集』とはほぼ無関係に進められ
てきた。稿者は，『日記』自作説の立場から『歌
集』との連続性について考察を進めてきたが，
「追懐の方法－『和泉式部日記』の場合－」（『王
朝日記を考える－追憶の風景』所収　武蔵野書院　
2011）の執筆を契機に，当該年度内に，①「『南
報
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